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 本年８月、秋田で開催されるワー

ルドゲームズの選手選考方法が決ま

った。日本に与えられた出場枠は男

女各２名づつ。リレーではこの４名

が一つのチームを組むという、スポ

ーツ界でも珍しい男女混合リレーが

行われる。 
 世界選手権でさえ、４名ないし６

名の選手が選ばれる。男女各２名し

か選ばれないワールドゲームズは、

トップ選手にとっても狭き門なので

ある。 
 
 選考方法は以下のとおりである。 

 １）秋田県協会がエリートポイン

ト上位５位以内より、男女いずれか

一名を推薦する 
 ２）全日本大会２１Ｅの男女各上

位１名 
 ３）ＪＯＡ事業推進会議を中心と

する選考委員会が、全日本と東日本

大会等の成績を参考に残り１名を

選ぶ 
 
 １）の事項は、ワールドゲームズ

開催地である秋田にとってアピール

性のある選手を選考するという、プ

ロモーション上の理由から加えられ

た条項である。この条項によって、

選手の座に最も近いところにいるの

が、秋田出身の加賀屋選手である。

もちろん、本人は「秋田出身だから」

という理由で選ばれてよしとする選

手ではない。出る以上は恥ずかしく

ない成績、「親たちは現在でも競技

のことがよく分かっていないような

ので、なんだ、そんなものかと思わ

れないような結果を残したい」と語

っている。その気合いが、秋の好成

績にもつながっているようだ。 
 男子で、選手に選ばれる可能性が

高いのは、松澤、そして鹿島田選手

である。松澤は、今期絶好調であり、

エリートポイント３位。東では、村

越や加賀屋を抑えて、優勝している。

抜群の走力に加え安定感も増してい

る。選手候補ナンバーワンと言える

だろう。 

 対する鹿島田は、今年度に入って

からほとんどレースをしていなかっ

たが、１１月以降復活。上位選手が

ほとんど出揃った多摩では、ブラン

クを感じさせず優勝、つづく関東イ

ンカレの併設チャレンジでも、圧倒

的なタイムで優勝するなど、存在感

を見せつけている。加賀屋が秋田県

によって選考された場合、この二人

のいずれかが代表選手に選考される

のは間違いないだろう。 

 
鹿島田浩二選手 
 

 誰が選手になるか？という問いに

関しては、女子の方が答えることが

難しい。昨年の世界選手権以来、も

っともアクティブにレースをこなし

ている落合は、全日本リレーでは圧

倒的なスピードを見せたが、今一つ

結果が安定しない。反対に世界選手

権以来不調だった金並は、ここ数レ

ースで復活の兆しをみせつつある。

同じく世界選手権代表の田島、三好

も好調とは言えないまでも、着実な

結果を残している。落合や金並も、

彼女たちに対して圧倒的に優位にた

っている訳ではない。 
 他の選手の追い上げも無視できな

い。東大、東日本という今期の主要

レースで優勝した塩田（筑波大学）

は、短めのレースに苦手意識を持っ

ているようだが、選考材料がいずれ

もクラシック系のレースであり、す

でに東日本で優勝しているから、あ

る意味で、もっとも選手に近いとこ

ろにいると言うこともできる。日本

のワールドカップで国際大会デビュ

ーした小林啓恵も、ショートインカ

レでは優勝するなど、依然学生ナン

バー１の座を保っている。チャンス

は十分にある。 

 

 

落合志保子（上）と金並由香選手 
 
 全日本大会当日に選考結果が決ま

り、公表される予定である。また秋

田県が選考する選手については、本

紙が発行されるころには決まってい

る。世界初のワールドゲームズの日

本選手という栄冠を手にするのは誰

だろう？全日本の結果が注目される。 
 
（写真はいずれも山岸倫也） 
 

ワールドゲームズ日本代表の座は誰の手に？  


